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[image: image1.emf]設計者及び施工者は工事着工前に必ず熟読し、内容をよく理解した上で検査にのぞんでください。

【共通事項】

検査は申請者に送付した「中間検査のお知らせ」で指定した工程で行います。

（中間4回程度・完了1回）

工事着手前に検査予定日を記入した実施工程表を検査員へFAXして下さい。

具体的な検査日時は、事前に検査員へ連絡して決定して下さい。　　

検査日までに設計者は必ず、自主検査を済ませてください。

検査は原則設計者が立ち会いをし、自主検査の結果を検査員に報告してください。

防災協会や横浜市のマニュアル以外の特殊な設計・工法の場合、事前に検査員に資料を提出願います。

【中間検査】

基礎

根切り完了後は立会検査を受け、床付け面や既存基礎形状を報告してください。

適切な寸法確保のためステコンは出来る限り施工し、かぶり厚さ、基礎の設計寸法が確保されている

ことを確認してください。

耐力壁両側のアンカーボルトは必須です。位置に注意し、余長のネジ山を確認してください。（３山）

ＨＤボルト、アンカーボルトの後施工アンカーは埋込深さ等、メーカー仕様を確認できるものをご用意下さい。

配筋の自主検査の状況を報告してください。（鉄筋径・本数・ピッチ・定着長・かぶり・開口補強等）

筋交・金物

筋交い・筋交い金物が適切に施工されていることを確認してください。（寸法・筋交い金物の仕様）

柱脚・柱頭金物が適切に施工されていることを確認してください。（指定の仕様、芯ずれ等）

各種金物は耐力に応じた指定の接合方法で施工されていることを確認してください。（釘種類・本数等）

既存筋交を利用する場合、端部の納まりに注意し、寸法、老朽度を確認してください。

構造用合板等（面材）

指定された面材が施工されていることを確認してください。（ JASの刻印等を確認します。）

入隅の交差部は筋交いや金物との納まりが複雑です。事前に十分検討し、施工状況を確認してください。

釘を機械打込みとするの場合、めり込みの無いよう予め調整してください。

釘の種類を釘の本体及び釘箱から確認してください。（合板にNC50は使えません、N50と間違えないように）

【完了検査】

全ての工事が完了し、報告書類と工事写真が用意できたら、完了検査を受けてください。

工事写真の撮影、編集については「工事写真の撮り方」を参照し、多めに撮影してください。

【関係者連絡先メモ】

(

W

）

申請者（施主）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

設 　計　 者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施 　工 　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

検　 査　 員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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